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インターバンクの声 （2016 年 10 月 28 日） 
 

ロンドン市場が開始してからもドルのじり高が続いた円相場だったが、ニューヨーク

勢の参入後には 105 円手前で動きが止まり、105 円乗せは金曜日以降に持ち越し

かとも思われた。数日前から 105 円ではそれなりの金額のドル売りオーダーが待ち

構えていると噂され、買ってもその直後から反落しそうな気配が漂っていたこともあり、

市場の先頭を切ってまで節目の水準に手を付けようとする人は多くなかった。それ

でも小一時間小康状態が続いた後、米中長期金利が上昇し始め、米中古住宅販

売仮契約指数が予想を上回ったこともあって、ついに 105 円の大台に乗せた。ただ、

105 円には乗せたものの、その後 105 円 30 銭台まで買い上げる直前ではドル買い

継続に躊躇する動きも見られ、今晩の米 GDP 速報値、来週の米連邦公開市場委

員会（FOMC）や雇用統計を待たず直ぐに 106 円を狙うのは難しそうに見える。昨晩

発表された 9 月の米耐久財受注で、非国防資本財から航空機を除いたコア受注が

前月比で 1.2％減ったことも少し気になる。 
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